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1954年3月1日、アメリカがおこなったビキニ水爆実験から59年。きょう私たちは、無線長の故・久保山愛吉さんの「原水爆の被害は私を最後にしてほしい」との言葉を胸に、「第五福竜丸」の母港で、間近に世界一危険な浜岡原発を抱える焼津市に集い、核兵器全面禁止への決意を新たにしています。

アメリカがビキニ環礁でおこなった水爆実験「ブラボー」は、世界の核軍備競争を人類絶滅の危機という新たな段階に推しすすめました。いまも約2万発の核兵器が私たちを脅かし、国際世論の反対の中、北朝鮮が核実験を強行するなどこの危機は終わっていません。

ビキニ被災にはじまる原水爆禁止運動の発展は、核兵器全面禁止を求める大きな世論と運動をつくり、「核兵器のない世界の達成」を目標とする国際政治の合意を実現させてきました。

昨年の国連総会では、核兵器廃絶の履行を求める決議が賛成175、反対6の大差で可決され、核兵器禁止条約の交渉開始を求める決議にもこれまで最多の135カ国が賛成票を投じました。核兵器の使用は非人道的という立場から、ローマ法王庁や北大西洋条約機構（NATO）に加わる国も含め35の国々が、核兵器を非合法にするための努力を共同でよびかけるなど、新たな動きも起こっています。

2010年8月、国連の潘基文事務総長は、「核抑止力」は「安全保障に名を借りた妄想」と指摘し、2020年までに核兵器をなくそうと呼びかけました。それを前に2015年には、「核兵器のない世界」の合意実行が問われるNPT再検討会議も開かれます。

　私たちはそこにむかって、全世界の草の根から、人々の連帯した行動を創りださなければなりません。また、この被爆国日本で、憲法９条と「非核三原則」を守り、政府が国民の願いに応え、福島第一原発事故から２年、その被災者にも思いを寄せながら、核兵器全面禁止と非核平和の日本の実現のために行動するよう声を高めなければなりません。

その鍵を握るのは一人ひとりの意思と行動です。2013年を核兵器全面禁止の流れを加速するために、3・1ビキニデーを出発点に、全国の草の根からただちに行動を広げましょう。

◇「核兵器全面禁止のアピール」署名に、全国の地域、職場、学園で取り組みましょう。
◇被爆写真「原爆と人間」パネル展を全国すべての市区町村、いたるところで開催しましょう。

◇核兵器廃絶の願いで結ぶ平和行進をすべての自治体につなぎましょう。

◇唯一の被爆国として、世界に核兵器全面禁止を提唱し、「非核三原則」を厳守・実行する「非核日本宣言」の運動を広げましょう。

◇福島第一原発事故の被災者支援、放射線被害の根絶、脱原発と再生可能エネルギーへの政策転換を求める運動と連帯を強めましょう。

◇憲法9条を守る運動、平和といのちと暮らしを守る全国の運動と連帯し、行動しましょう。

◇ビキニ被災の全容を知らせ、広島と長崎の被爆者と連帯しましょう。
◇原水爆禁止2013年世界大会を大きく成功させましょう。
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